
9/28（水）〜3/26（日）

2022 年 2023 年

※新型コロナウイルスの感染状況により変更となる場合があります。ご来場の前にホームページをご確認ください。

〈開館 20 周年記念特別展〉

漱石と幾多郎
―ふたりを慕う人々―
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夏目漱石（45 歳）夏目漱石（45 歳）
県立神奈川近代文学館所蔵県立神奈川近代文学館所蔵

西田幾多郎（72 歳）西田幾多郎（72 歳）

漱石と幾多郎―ふたりを慕う人々―

講師：長島裕子（秀明大学客員教授、日本近代文学） 
『漱石の愛した絵はがき』著者に、漱石と幾多郎に 
共通する人々について詳しくお話いただきます。

［日 時］11/23（水・祝）13：30〜15：30
［参加費］無料

夏目漱石《だらしない自然》のリアリズム
講師：伊藤　徹（京都工芸繊維大学教授、哲学） 
漱石の作品を手がかりに、現代世界のありようについて哲学的に考えます。

［日 時］12/3（土）13：30〜15：30
［参加費］ 500 円（要申込・1ヶ月前から受付開始） 

＊哲学講座年間受講者は参加費不要です。

【企画展関連イベント】要申込

西田幾多郎 
哲学講座⑦講演会

岩波書店所蔵 
内田雄太郎 絵はがきより
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文豪・夏目漱石（1867 − 1916）と哲学者・西田
幾多郎（1870 − 1945）。漱石が三歳年長で、とも
に帝国大学文科大学で同時期に学んでいます。
ただし、幾多郎は高等学校を中退したため哲
学科の「選科生」で、漱石は英文科の本科生
でした。同じドイツ語の授業を受けるなどして
いたものの、当時の彼らに交流のあとはみえま
せん。その後もふたりに表立った行き来はありま
せんが、不思議なほど、ふたりを慕う人物には
重なるものがあります。哲学者・和辻哲郎や岩
波書店創業者の岩波茂雄、画家・津田青楓の
ような漱石木曜会のメンバーをはじめ、幾多郎
と青春時代を過ごした金沢の仲間達にも、のち
に漱石と同僚になり親しくなる人物が多くいます。
ともに参禅経験者で甘党、常にお洒落に気を
遣う漱石と、身なりに無頓着な幾多郎。似たと
ころも違うところもある漱石と幾多郎ですが、ふ
たりの周りには常に人が集まってきました。漱石
と幾多郎の人間的魅力に惹かれ、ふたりと交流
した、共通する人 を々紹介します。

【主な展示内容】
■夏目漱石宛の絵はがき（岩波書店所蔵）

明治憲法発布の日集合写真 
明治 22（1889）年 2 月 11 日、幾多郎 18 歳
幾多郎四高学生時代に仲間と撮った集
合写真。後列右より二人目が幾多郎、
その左隣が松本文三郎、前列左より藤
岡作太郎、内田雄太郎。

●松本文三郎（印度哲学）より 
明治 41（1908）年 1 月 26 日

●藤岡作太郎（国文学者）より 
明治 41（1908）年 
6 月 30 日

●内田雄太郎（教育者）より 
明治 38（1905）年 
11 月 14 日

津田青楓が描いた 
西田幾多郎肖像画　年代不明

津田青楓（画家）より
大正 2（1913）年 
9 月 18 日

【祝！開館２０周年記念事業】

◆喫茶テオリアにて
復活！人気メニュー「北条先生の熱中ようかん」
囲碁に熱中する西田幾多郎の恩師・北条時敬のエピソードにちなんだ、水ようかん。 
2018 年企画展での人気メニューがこの期間限定で復活します。甘党だった夏目漱石も大喜び！？

［期 間］9/28（水）〜 2023年 3/26（日）
［料 金］350 円

◆新オリジナルグッズ
「哲学者ふせん」発売中！

論文などで繰り返される西田幾多郎の書き癖を、西田の直筆文字で再現 
しました。この付箋を使えば、あなたのメッセージも西田独特の文体に！？

［仕　様］ 「であるのである」「でなければならない」 
2種×50枚セット・250 円（税込）


